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   It is generally believed that unclassified mycobacteria are non- or less- pathogenic for guinea 

pigs. Hirano and Sushida observed that, when unclassified mycobacteria were inoculated into 

testicles of rabbits, they caused tuberculous lesions not only in the testicles but also often in 

lungs, liver and spleen. Then, the author inoculated unclassified mycobacteria (19 strains) 

and human type tubercle bacilli (two strains) into testis and epididymis of guinea pigs. The 

unclassified mycobacteria (photochromogens 8, scotochromogens 5 and nonphotochromogens 6) 

used in this study were furnished by Dr. Runyon, Administration Hospital, Utah, U. S. A. 

The human type  tubercle bacilli were H37Rv strain and SP-9 strain which had been freshly 

isolated from the sputum of a patient. 

   The results of this study were as follows  : 

   1. Seven (photochromogens 3, scotochromogens 2 and nonphotochromogens 2) of 17 strains 

of unclassified mycobacteria caused tuberculous lesions at the injection site and in internal 

organs when they were inoculated into epididymis of guinea pigs ; and from the lesions myco-

bacteria were isolated on Ogawa medium. By the subcutaneous inoculation of these strains no 

definite tuberculous lesions were observed ; however, from the lymph nodes and internal organs 

of some animals a few colonies were isolated. 

   2. Ten strains (photochromogens 3, scotochromogens 3 and nonphotochromogens 4) caused 

definite tuberculous lesions by the inoculation into epididymis and subcutaneous tissue and 

mycobacteria were found in the lesion by cultivation on Ogawa medium. There was no marked 

difference in the intensity of the lesions caused by the inoculation into epididymis and subcu-

taneous tissue. 

   3. Four strains (photochromogens 3 and scotochromogens 1) were inoculated into the testis 

and subcutaneous tissue of guinea pigs. In all 8 animals inoculated into the testis, tuberculous 

lesions were observed at the injection site and from the lesions mycobacteria were found by 

cultivation on Ogawa medium. By the subcutaneous inoculation of these strains three of the 

four strains caused tuberculous lesions. Also the human tubercle bacilli showed tuberculous
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1esionswhentheywereinoculatedi簸tothetestisofguineapigs.

4.Twofactswereobservedfromthe且ndingsmentionedabove.First,nin6teenstrains

｡funclassifledmycobacteriausedinthisstudywerepathogenicforguineapigswhentheywere

inoculatedintoepididymisortestis.Second
,abouthalfnumberofthestrainswerenonpatho-

genicwhenthesestrai織swereinoculatedsubcutaneouslyintoguineapigs.

結核菌以外の抗酸菌の うちにも,人 に対して病変を起

こしうるものがあるのではないか との疑問は,す でには

や くか ら一部の研究者によつていだかれていたようであ

つたが,こ れ らの抗酸菌はモルモットに病変を欠 くこと

などの理由か ら病原性の弱いものと考えられた ようであ

る｡し かし古 く,C◎bbet1)は 膿 疹より,ま たGrifhth2)

は狼瘡よりそれぞれ結核菌以外の抗酸菌を検出し,こ の

種の抗酸菌による ヒ トの結核様の症例が1935年Pin-

ner3)に よつて報告された｡こ れ らの抗酸菌をGriffith

はAtypicaltuberclebacilli,PinnerはAtypical

acid-fastbacilliと 名付けた｡そ の後Tarshis4)はChro・

mogenicacid-fastbacilliな る呼び方で人間に由来す

る着色抗酸菌の動物における病原性を論 じ,Timpe&

Runyon5)は120名 の肺疾患患者より分離した菌88株

を4群 に分け,種 々な性状 と動物に対する病原性につい

て研究した｡か くして次第に結核菌 と非定型抗酸菌とは

異なるものであると考えられ,内 外において非定型抗酸

菌に関する研究が広 く行なわれるようになつた｡そ の後

米国ではAtypicalacid-fastbacilliと い う名称に代わ

つてUnclassifiedmycobacteria(未 分類抗酸菌)と 呼

ばれているが,今 日なおその分類学的には幾多の問題点

を残している｡と くに非定型抗酸菌はモルモットに対 し

病原性がほとんどないとい うことが最も重要視されてい

るように思う｡先 に平野,須 子田ら劔)は 非定型抗酸菌

をウサギ精巣に接種 したところ,該 菌は注射局所のみな

らず,と きには全身に結核性病変を起こす こ とを認 め

た｡そ こで著者はモルモットに対して病原性のほとんど

ないと言われている非定型抗酸菌をモルモヅトの精巣あ

るいは精巣上体に接種 したならばウサギにおけると同様

に結核性病変が起こるのではなかろ うかと考え本研究を

行なつた｡

Table1.ViableUnitsofInoculum(inlml)

実験材料と実験方法

使 用 動 物:体 重350～4509前 後 のRδmer反 応 陰 性

の モル モ ッ ト4匹 ず つ を1群 と し,2匹 に は精 巣 上 体 接

種(一 部精 巣接 種)を,他 の2匹 には 皮 下 接 種 を行 な い

(総 計92匹),固 形飼 料(RC5)で 飼 育 した｡

使 用 菌株 と接 種 方 法:実 験 に 用 い た 菌 株 は 表1に 示す

よ うにRURyonか ら分 与 を 受 け た 米 国 由 来 の 非 定 型抗

酸 菌19株 で,こ の うち精 巣 上 体 接種 実 験 に 用 い た の は

phetochromogens(P--22,P-18,P一24,2351,P-21,

2299)の6株,sc｡tochrGmogens(P-5,2513,P-6,P-

15,2512)の5株 お よ びnonphotochromogens(2391,

P-41,2390,2388,P--39,P-55)の6株 で 精 巣 接 種 実

験 に用 い た の はphetochromogens(2299,P-16,P-26)

お よびscotochromogens(P-5)で あ つ た｡対 照 と して

新 し く患 者 か ら分 離 した 結 核菌SP-9(精 巣 上体 接 種)

お よびH37Rv(精 巣 接 種)を 用 い た｡各 菌 株 は1%小

川 培 地 に37｡C2週 間培 養 し,菌 苔 を ガ ラス玉 入 り丸 底

フ ラス コに と り,5分 間手 振 法 に よ り10mg/mlの 食 塩

水 浮 遊 菌 液 を作 り,各O・1ml(1mg)を2匹 の 雌 モ ル

モ ッ トの 下 腹 部 皮 下 に 脱 毛 して接 種 し,ま た2匹 の雄 モ

ル モ ッ トの一 側 の 精 巣 上 体 に0・1ml

ず つ 接 種 した｡一 部 の 菌 株(P-16,P一

Unclassifiedmyeobaeteria

Nonphot㏄hro-Ph
｡tochrom｡gensS¢ot㏄hromogensmogens

Mycobacterium
tuberculosis

St・a…籍・1で 諮St・ain・1㍗ 諮St・aiR・t㍗ 諮St・ai訟 ・1璽 諮

P-22 2×106P-5事 15×1062391 10×106SP-9 6×106

P-18 20×1062513 1.5×106P-41 30×107H37Rv率 事 5×105

P-24 4×106P-6 15×1072390 45×107

2351 15×106P-15 10×1062388 14×106

P-21 5×1062512 20×107P-39 11×107

2299ゆ 10×106 P-55 13×108

P-16林 18×106
・二

P-26鱒 3×106

Note;群1難oculated三 難totheep薫didy塒isa籍dte8t三cle

韓1隠oculatedintothete8ticle

26,2299,P-5)は 精 巣 内に接種され

た◎接種菌液については希釈菌液10"3

～10働5倍希釈のものをそれぞれ3本 ず

つの1%小 川培地に0.1mlず つ流し

込み,4週 後発生した集落を数え接種

生菌数を算定 した(表1)｡・

観察方法:被 検モルモットの体重を

毎週測定 し,接 種局所および全身状態

を観察し,接 種後5週 目に屠殺剖検し

て,接 種部,肺,肝,脾,腎,リ ンパ

節,腸 間膜 リンパ節の肉眼的病変の程

度を観察 し,臓 器を滅菌したハサ ミで
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Table2.InoculationTestsofUnclassi丘edMycobacteriaintotheEpididymisand

SubcutaneousTissue◎fG慧ineaPigs(Macroscopic丘 獄dingsoforgans)
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細砕しこれを1エ ーゼずつ各2本 ずつ1%小 川培地に接

種,37℃5週 間培養後発生したコロニーを数え,2本

の小川培地の平均値をとつた｡

実 験 成 績

肉眼的所見:モ ルモットの精巣上体に接種した17株

のUnclassifiedmycobacteriaの うち約半数は皮下接種

の場合よりも著明な病変を示 した｡そ の結果は表2に 示

すのようにphotochromegensの うちP-22,P-18,P一24

の3株 はモルモットの精巣上体接種部に充血,硬 結,癒

着,膿 瘍を形成し,内 臓における病変は軽度 で あ つ た

が,全 例の局所 リンパ節に腫脹が認め られた｡大 部分の

肝,脾 に粟粒大あるいは米粒大の結節を認めた｡肺 には

P-18と2391を 接種したモル モット1匹 ずつに軽度の

病変を認めたが他には変化は認め られず,腎 には全 く病

変を示さなかつた｡上 述の菌株を皮下に接種した群では

接種部に病変を示したものは1匹 もな く,脾 においても

病変は軽度で粟粒大の結節をP-24株 接種の2匹(No.

23,Ne・24)に 認めたにすぎなかつた｡ま た リンパ節の

腫脹もごく軽度で各菌株とも接種 したモルモット2匹 の

うち1匹 には認め他には認められなかつた｡

Scotochrom◎gensに おいては、P-5お よび2513の2

株はphotochromegensと 同様に,こ れ らの菌を接種し

た精巣上体における病変は著明で,リ ンパ節の腫脹も認

め られたが,皮 下接種群においては接種局所に病変は認

め られず,内 臓における所見も軽度でP-5を 接種した

1匹 のモルモヅト(No.39)の 肝にわずかに病変を認め

たにすぎなかつた｡

NoBphotochromogensに おいては2391お よびP-41

の2株 は皮下接種では局所に病変を示さなかつたけれど

も精巣上体接種では接種部に著明な膿瘍を形成 し,局 所

リンパ節の腫脹も全例に認められた｡2391株 を接種し

た場合には肺,肝,脾 にも病変が認め られた｡以 上のご

とく皮下接種ではほとんど病変を起こさなかつた菌株を

精巣上体に接種すると接種部に著明な結核性病変を起こ

したばか りでな く,局 所 リンパ節にも軽度にあるいは著

明に腫脹を示した｡内 臓における病変は両接種群 とも著

明でなかつたが,精 巣上体接種のほ うが皮下接種の場合

に比べると肝,脾 に病変を認めるものがあつた｡上 述の

菌株は精巣上体接種によつてとくに接種部には著明な病

変を起こしたが,皮 下接種によつては接種部に病変が認

め られず,そ の他の病変 も軽度であつた(表2)｡

しか し以下に述べる菌株においては精巣上体に接種し

ても,皮 下に接種してもいずれも病変が認められその差

が著明でなかつた｡す なわ ちph◎tochromogensの3

株(2351,P一21,2299)に おいては皮下および精巣上体



352 結 核 第42巻 第9号

Table3.InoculationTestsofUnclassifiedMycobacteriaintotheEpididymisand

SubcutaneousTissueofGuineaPigs(Macr◎scopic血 れdingsoforga漁s)
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捜 種との間に差異を認める こ とは できなかつた｡2351

株 においては精巣上体接種および皮下接種のいずれも接

種部における病変は著明であつて接種部すなわち精巣上

体および精巣に充血,硬 結,膿 瘍形成を示 し,内 臓にお

いては肝,脾 に粟粒大の灰白の結節を認め,局 所 リンパ

飾はやや腫脹を示した｡皮 下接種においても接種部に小

豆大～大豆大の結核性膿瘍を認めた｡肝 には粟粒大の結

飾,リ ンパ節には軽度の腫脹が認められた｡P-21株 に

おいてもほぼ同様であつて,皮 下接種部位の結節は小さ

く米粒大であつたが,腸 間膜 リンパ節に米粒大～小豆大

の結節を認め しば しば膿瘍を形成していた｡2299株 に

おいては皮下接種部位の病変は前述の2株 の場合に比 し

く非常に軽度で2匹 の うち1匹 のモルモ ッ ト(No・12)

に おいては粟粒大の結節を認めただけであ り,他 の1匹

(No｡11)に おいてはほ とん ど病変を認めなかつた｡し

か し,い ずれも腸間膜 リンパ節に軽度の結節を認めた｡

これ らの菌株をモルモットの精巣上体に接種した場合に

も接種局所に膿瘍を形成し,癒 着,充 血,硬 結等著明な

病変を示した｡し かし精巣上体および皮下接種のいずれ

においても内臓の変化は著明でなく,ま た局所 リンパ節

の腫脹,充 血等も比較的軽度であつて両接種法による病

変に著明な差異は認められなかつた｡

Scotochromogensの うちのP-6株 は精巣上体および

皮下に接種しても接種局所における病変は強 く膿瘍を形

成し,P-15株 もまた同様 であつたが,皮 下接種の1匹

(No.32)で は全 く病変が認められなかつた｡2512株 で

は精巣上体に接種 したもののほ うが皮下に接種したもの

より変化が軽度で,と くにモルモット(No.36)に おい

ては接種部の病変が著明であつた｡

Nonphotochromogensで は2390,2388 ,P-39お よび

P--55株 の4株 はいずれ も精巣上体および皮下接種の場

合に接種部位にほとんど同程度の病変を認めた｡内 臓の
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変化はいずれも軽度ではあつたが,や

や精巣上体接種群のほ うに変化を示す

ものが多 く認められ,ま た局所 リンパ

節の腫脹も精巣上体接種群においては

全部に認められたが,皮 下接種の場合

には8匹 のうち1匹 は陰性,5匹 にお

いて著明であつた｡患 者から新 しく分

離された結核菌SP-9を モルモットの

精巣上体に接種した場合には皮下接種

群と同様接種部,脾 に著明な結節が認

め られ,皮 下接種したものでは リンパ

節の腫脹はほとんど認められ な か つ

た(表3)｡

上述の実験は非定型抗酸菌を精巣上

体および皮下に接種した場合の成績で

あつて菌液を精巣上体に接種する場合

にはしば しぽ精巣に もれ るのでpho-

tochromogen$(P-16,P-26,2299)3

株 とscotochromogens(P-5)1株 お

よびH37Rvを 精 巣に接種 してみた｡

その成績は表4に 示す よ うにphoto-

chromogensのP-16,P-26の2株 を

精巣内に接種したものでは,主 として

接種部に病変が認められた｡こ れ らの

菌株は皮下に接種 した場合にも病変が

認められた｡2299株 を皮下に接種 し

た場合には,接 種部に病変はほとんど

認められず,
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また リンパ節における病変も不著明であつ

た｡し かし精巣に接種したものにおいては接種部,リ ン

パ節に明らかに病変が認められた｡

scotochromogensのP-5株 を精巣内に接種した場合

には接種部における変化は著明でなかつたが,2匹 の う

ち1匹(No・81)に おいては肺,リ ンパ節に明らかに病変

を認め,他 の1匹(No・82)に おいては リンパ節のみに

病変を認めた｡皮 下に接種 した場合には1匹(No.83)

には全然病変を認めなかつたが他の1匹(No・84)に お

いては接種部,リ ソパ節に病変を認めた｡対 照のH37Rv

接種群においては皮下接種および精巣接種のいずれにお

いても接種局所に著明な膿瘍形成し,内 臓に おい て も

肺,肝,脾 に結節を認め,局 所 リンパ節の腫脹,膿 瘍形

成が認められた(表4)｡

還元培養成績:接 種後5週 目に各モルモットを殺 し接

種部,肝,脾,腎,リ ンパ節および病変の認められた腸

間膜 リンパ節よりそれぞれ臓器の一部あるいは膿瘍内容

物を小川培地に培養した｡そ の結果を表5,6お よび7

に示した｡非 定型抗酸菌を精巣上体に接種した成績は表

5に 示すようであつて肉眼的所見にほぼ一致 し,接 種部

の培養成績はいずれも陽性であつたが,P-22を 接種し

た1匹(No.14)の みは抗酸菌を認めなかつた｡ま た内

臓 リンパ節か らも少数の菌集落の発生が認め られた｡

皮下に接種したものにおいても内臓か ら少数の菌が証明

されたo精 巣にphotochromogens2299株 を接種 した場

合には2匹 のモルモットの精巣か ら多数の菌 が 証 明 さ

れ,肝,脾,リ ンパ節を接種した培地に10コ 以下の集

落が認められた｡し か し皮下に接種 した1匹(No・79)

のモルモットにおいては接種部から菌を証明しただけで

あつた｡そ の他の菌株(P-16,P-26,P-5)を 精 巣に接

種 した場合には接種部か ら多数の菌が証明され,内 臓に

も少 しく認め られた｡こ れ らの菌株を皮下に接種 したも

のにおいては大部分のものに抗酸菌が証明された(表

7)｡

対照の人型菌H37Rvお よびSP-9を 接種したモルモ

ットにおいては肉眼的所見 と同様に精巣あるいは精巣上

体接種群および皮下接種群のいずれからも培養上多数の

菌集落が認められた｡菌 を精巣上体に接種しても皮下に

接種しても肉眼的所見で病変の程度にほとんど差異の認

められなかつた菌株においては表6に 示すように培養上

の成績も両者の間に差異を認めるこ とはで きなかつた

(表6)｡
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Table5.DisseminationandSurvivalofBacilliinOrgansofGuineaPigsWhichWereInoculated

withUnclassifiedMycobacteriainteEpididymisandSubcutaneousTissue

(5weeksafterinoculation)
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接 種 部 位 に よ る病 変 の特 異 性:腸 間膜 リ ンパ 節 に 肉 眼

的 に 病 変 の認 め られ た もの は92匹 中に13匹 あ つ た が,

大 部 分 大 小 の膿 瘍 を 形 成 し これ を小 川 培 地 に 接 種 した と

ころ 多 数 の 抗 酸 菌 集 落 を認 め た｡こ の病 変 は 皮 下 に接 種

した モ ル モ ッ トに認 め られ た もの で腹 部 皮 下 に 発生 した

病 変 が 腹 腔 内 に 移 行 し隣接 腸 間膜 リ ンパ 節 に 入 り結 節 を

形 成 した もの と考 え る｡ま た腎 臓 に 肉 眼 的 に 病 変 の 認 め

られ た もの はP-21お よ びP--55株 を 精 巣 上 体 に接 種 し

た モ ル モ ッ ト4匹 の うち3匹P-21(No.5),P-55(No.

57,No・58),そ の うち の2匹P-55(No.57,No.58)

か らは還 元 培 養 に よつ て抗 酸 菌 が 証 明 され た｡

病 理 組 織 学 的 所 見:非 定 型 抗 酸 菌 を 接 種 して起 こつ た

病 変部 の病 理 組 織 学 的 所 見 は 結 核 菌 をi接種 した場 合 の所

見 と異 な る とこ ろが な か つ た｡詳 細 は 別 に 報 告 の予 定 で

あ る｡

考 案

Unclassifiedmycobacteriaの 結 核 菌 との 相 違 点 に つ

い て は しば しば 報 告 さ れ て お り,そ の 中 で もUnclas-

si丘edmycobacteriaの モル モ ッ トに 対 す る病 原 性 が 弱

い とい うこ とが ほ とん ど一 致 してい る｡そ の 接 種 量 お よ

び接種部位はさまざまでTarshisi)は25mgを 腹腔内

に,染 谷ら8)は5mgを 皮 下および静脈内に,田 坂ら9》

は10mgを 皮下,静 脈内お よび腹腔内,森lo)は5mg

を腹腔内,10mgを 皮 下に,有 馬 ら11》は1mgを 皮下

に,牛 場 ら12)は0・1mgを 皮 内,0｡2mgを 皮下に,宮

本らls》は1mgを 皮下および静脈内に,大 島14)は1mg

を気管内に,中 村 ら15》は1mgを 皮下,占 部 ら16)は5

mgを 皮下および腹腔内に,鴨 志田ら17)は0.1mg,0.3

mgを 皮下に,下 出 ら18)は1mg,5mgを 皮 下 に,

Wolinskyら 霊9)はO・1mgを 心臓内に,Pinner3)は10

mgを 皮下に接種を行なつている｡著 者はUnclassified

mycobacteriaが モルモットに対して病原性がないとか,

弱いとかいわれているけれども本菌によるいわゆる非定

型抗酸菌症の患者は程度の差はあつても臨床的には結核

と明確な差異をつけることは困難である鋤一鋤ばか りで

なく,本 菌の病原性はウサギの精巣に接種することによ

つて明らかに証明された23)｡そ れゆえ非定型抗酸菌の中

にはモルモットの精巣あるいは精巣上体接種によつて病

原性が認められるものがあるのではなかろ うかと考えら

れる｡今 日Unclassifiedmycobacteriaの 分類について

はまだその着色に よつて分け られたRuny◎nの 分類法
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Table6.DisseminationandSurvivalofBacilliinOrgans◎fGuineaPigsWhichWere

InoculatedwithUnclassifiedMycobacteriaintoEpididymisandSubcutane◎usTissue

(5weeksafterin◎culation)
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のみが便宜上用いられているにすぎない｡人 型結核菌は

弱毒のものでもウサギの精巣に接種すると結核性病変を

起こすので,著 者は非定型抗酸菌をモルモットの精巣あ

るいは精巣上体にi接種し,皮 下接種では病原性を示さな

かつたものも大多数が病原性を示す ことを証明した｡本

実験に用いたUnclassifiedmycobacteriaは 主 として

1964年Runyonよ り直接分与された菌株であつて,これ

らの菌株を分離した患者の状態については知ることがで

きない｡研 究の結果はさきに述べたように実験に用いた

19株 ほとんど全部が精巣上体 あるいは精 巣に結核性病

変を起こした｡Sc◎t◎ch「omogens2512に よる病変のみ

は軽度であつた｡接 種部か ら培養上抗酸菌を証明するこ

とのできなかつたのはP-15と2512を 接種した場合の

みであつた｡Unclassifiedmycobacteriaを 皮下に接種

した場合においては接種部に病変を起こした ものは19

株中約半数であつた｡し たがつて実験に用いたUnclas.

sitiedmycobacteriaの 残 りの約半数はモルモットの皮

下接種においては病変を起こさないが,こ れ らを精巣と

か精巣上体に接種すると結核性病変を起こし,内 臓にも

しばしば病変が認められ,リ ンパ節も多くの場合おかさ

れた｡こ れ らのことはUnclassi丘edmycobacteriaの 本

態追求にとつて非常に参考になることと思 う｡皮 下接種

群で腸間膜 リンパ節に,精 巣上体i接種群で腎臓に病変が

認め られるものがあつたが,こ れ らの接種部位を異にす

るための特異性か否かはなお検討を要すると考える｡

結 論

Runyonよ り分与され たUnclassifiedmycobacteria

19株 を主としてモルモットの精巣上体に一部を精巣に接

種し,皮 下接種群と病原性の比較を肉眼的所見および還

元培養成績によつ て行なつた｡そ の結果,19株 の うち

18株 は接種部の精巣上体および精巣に著明な結節を形
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成 し,1株 は軽度の病変を起 こした｡

還 元培養の結果,抗 酸菌を証明し,同

一菌株を用いて皮下接種法を行なつた

ものにおいては約半数のものにおいて

病変を認めなかつた｡こ の病原性の有

無 程度はRunyonの 分 類 とは無関

係であつた｡

稿を終わるにのぞみ研究の機会を与

え られ,ま たご指導下さいました三神

教授に深謝し,ご 懇篤なるご指導を賜

わつた細菌学教室須子田キヨ講師およ

びご校閲下さつた細菌学教室平野名誉

教授に心か ら感謝いたします｡
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